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１．ファイルの指定

　 ファイルボタンを押しダイアログを出し、分析対象となるテキストファイルを指定し
ます。現状ではテキストファイルの日本語コードに euc-jp を想定しています。必要であれ
ば予め euc-jp へのコード変換をお願いします。



２．キーワード候補の作成

　分析に用いるファイルには左のボックスにチェックを入れ(デフォルトでは入っていま
す）、key作成ボタンを押してください。内部的に「茶筅」（形態素解析プログラム：
http://chasen.aist-nara.ac.jp/hiki/ChaSen/）を利用したキーワード候補の作成が行われます。



３．キーワード候補の調整
３．１．ソーティング

　茶筅が生成したキーワード候補には固有な index 番号が振られ上に示すようにテーブル
に並べられます。テーブルにおいて word 項には元の文章にあった単語そのままが、base
項には語句の変形を考慮して得られる単語が並べられます。base 項を元に重複をチェック
し同じキーワード候補については個数を数え count 項に納めます。内部的には、ここで同
じと判定されたキーワードについて元の文章中での出現パターンを使ってテキストマイニ
ングを行います。出現パターンが似ているキーワード同士がもしあれば、おおむね関連性
が強いと判定されるでしょう。
　キーワード候補の様子を確認し調整する目的で、index 項、count 項、base 項、part（品
詞）項を基準にしてソーティングができるようになっています。上記いずれかの項目にマ
ウスを合わせクリックにより選択した後に、ソートボタンを押してください。



３．２．類義語の統合

　base 項を元にした比較では同じキーワードであると判断されない場合にも、同じものと
して扱いたい場合があります。そのようなキーワードを以下の操作によりまとめることが
できます。まとめたいキーワードの左にあるボックスにチェックを入れ、上の統合ボタン
を押します。チェックが入っていたキーワードは count 項の数値が大きいものにまとめら
れます。



３．３．類義語の分離

　分離したいキーワードの左にあるボックスにチェックを入れ、上の分離ボタンを押しま
す。base 項の比較では同一と判定されないキーワードについては分離されます。



３．４．品詞による選択

　除外したい品詞については、左のリストで指定を行い削除ボタンを押してください。該
当する品詞のキーワード候補がテーブルから除外されます。
　追加したい品詞については、右のリストで指定を行い追加ボタンを押してください。該
当する品詞のキーワード候補がテーブルに追加されます。



７．キーワードの分析

　調整が終わったキーワード候補の中でテキストマイニングの対象としたいものについて
は左のボックスにチェックを入れてください。右のボックスにはテキストマイニングの際
に想定するクラスター数（分類数）を指定してください。key分析ボタンを押すとテキス
トマイニングが始まります。



８．分析結果

　テキストマイニングの結果は以上のように表示されます。



９．キーワードの詳細表示

　キーワード候補の表示では、count 数のみを表示し個々の情報については表示していま
せん。詳細を表示したい場合カーソルを合わせて詳細ボタンを押してください。キーワー
ド候補が出現する元文章の情報が表示されます。



１０．文章の表示

　キーワード候補が出現してるファイルにカーソルを合わせて詳細ボタンを押してくださ
い。キーワード候補が出現してる元文章を表示します。


